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松平升氏 (東大教養.) カナダ ･オタワより帰国 (9月 30日)
ぬ rcDupuis氏･･東大教養 (小野研)お よび京大基研で統計ガ学を研究､
フランスへ帰 国 (10月中旬)
Dr.Kin,Dr.Dillon (BellTplephoneLaboratories)･ 41年
9月 より42年 8月 まで物性研に滞在の予定三･
･会 議について
来年 (i967)の 4月に CryOgenic 茂ngineeringの会議が 日本 で開か
れ ますが,その時に液体ヘ リウムの実験家 として著 名な-JaheatleyとW･
Falrbanks両教授が革 目される予定ですO筒Fairbanks教授 は日本に約-
ケ月滞在 して. いろい ろ日本のヘ リウム実験の朗始に当 り,良き勧賞と忠告を
して下 さる様にと､東北大の神田教授が招待 しておりますが.その実現が近い
事を理論 grotpも切に希望していますO
プレプ リン ト案 内
〔久保研〕 ,
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プ レプ リン ト
〔教育大物理教室〕
･on(∋ Dimenti｡nalGh畠in ofAniBOもropic Spin-St)ih Inノもeracti-
onB_I (G.N.Yang&C.P.Yang)I
(Ab畠もruGも :'Betheshypothesis is proved for もheground
sもateofaone･dimencional cyclicchain ofanisoもropic
nearest-neighbour spin-spin lnもera.ctions_IThetp土bof
holds forany friednumber ofdoun spins･)
･on theT4 lan for 七hpDerlSly Of the･normalComponents in
BoseLiguids. (k.止Phn)
掲 示 板
r若手を主体 とす る研究会に娼す るアンケー ト｣解答報 告a,J
過 日,各方面-お配 りしました ｢若手を主体 とする研究会に娼す るアンケー ト｣
■I･
に対 して､個人及び団体か ら計 14通の ご返事を頂きましたの で ､ それ らa7億
兄を総括 して次貢に報告 しますO I
尚.アンケー トの主眼であった a) (本年度後期に若手を主体 とする研究会
が開かれ るとした場合､是非そ こで話 したいアイデアを持って【い るか O 持って: L1 I
いるを らその内容を出来 るだけ具体的に書いて欲 しい｡ )
ノIJ
に就いては ご解答を寄せ られ た方が 3名 (素粒子 論娼係 1_物性論娼係 1､境界領
域 1) しかあ りませんどした｡
又研究会の主 旨を十分理解 され 貴い面があった ように思われ ますが一般陀 こ
の ようを研究会を醜かれ る価値 があ るという意見 も多かつたようですので改め
て具体的をテーマを再募集す るか どうかを研究部員会議にはか ることに しまし
た o
nアンケ ー ト解答者 リス､ト
1 北大 理 (個人 )
l′
8 静岡大 教育 (個人 )
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5/ 東北大 ･工 (個人)
6 東大 三哩 (個人 )
7 東大 宇宙航空研 若手
9 名大 ･工 若手













寄抜~を考えを絹も､頂 もらえる機会 が少牽く務'る･のでこの ようを研究会は今後
も是非必要である も5 . 1 3-)




旅費等の補助を増加す る必要 もある (-4､,九 ･8,)
･この研究会は若手個人の′発表愈機会を毎盗るこ透 であ＼るが､夏の学校のサブ
グループの活動を主体托したようを研究会 もあるべきである∴また_学術体






































･物理の基礎的を問題に薫 く深 く感心を番ってい る人 で従来の理論を用いる立




･竃がある場合は年令層_分野.傾 向に娼係をく聞いても らいたいO (㌧7)I
Ⅳ) その他の意見
･古手 に対する要望









1) ポス ト:教授 ･助教授 ･講師 ･助手
人 員 :各々若干名






ji)谷内俊弥民 (教授)とペアにをって研究 して頂 くことにをる助手
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掲示板
1名 :任期 3± 1年
叉RJ.上の地に当物理教室の鮎searehF愈11ow として若干 名来 てコ貴く





o 主要業績 リス ト くぼか紅できれば主を論文の別刷)
O 今 後の研究計画書
画 推薦の場 合 p
n推薦者
o略歴
4) 公募締切 .昭和 4 1準三12月 10日
5) 着任時報 '昭和 42年4i月｣を予 定 しています｡
ち) 選考方法 :名古屋大学理i学部励′理学教室人 事委員会で審査し_物理学教
室会議で決定致 しますi,J場潜絃-i,っ て任期がつ くことがありますo 叫




桝 や 転 挙 手講師も助教授<-p･･教練野_q{-湖 甑を希望す る か , ま た . 任 期がつい
ても良いか どう,知 慮 番…喪添滋塞諏＼さい｡




業)"前回の一般公募 t昭和 4生年 ユ月 3い計 締切)派:応募 され 左方 は､特




搬)これませの例巧 _任 期の奪礎は助拳 級では2- 3年 〔± 1年)､護衛
助教授級以上では 5年 ¢±'21年 ).▲とせってお りますO
をお現在ゐ当物理学教室のヌター ッチ薮か研究分野 をお知 り把を りたい方は_





l l 9 6 6 年 度 の`決 算 報 告
(1965｡ 10 - 号9昏6, 9)
t～ーpl= ?
物 _性 研 究 刊 行 会
橡 1966年度の決算報告がこのほどまとまりましたので報告します｡
本年度は収木琴額 94･5 万円_支出総額 69･9 万円の収入巌過 8熟字 )I㌔I-､
でした｡ そらて次年鑑-の繰越金 47･1 万円と香 りましたふ､こ永捻轄年鑑
比べ収入で~はt4/之万円増_支出では 12.3 万円戚とを担,ま尤 濫 O,




妾の)他..∵療誌の原価 ･さ掲載内容 ･購読者をどの推移は下表 一登園を勧参腰
l ＼
下さいOー＼. _ヽ～
この簸状か ら雑誌あ値下げを考えるが どうか綻ついて鯨 集豪農会で討論が
ありました琉 月平均真数 5年･8 頁とか う劇 ま望ましい状意思も杏(
また投稿論文が増加 しをい_とも限 ら香いので今 1年現在孤感轟を奮えお
いて様子を見ようと云至ことに参りましたO 積極案として観 えば事務員をパ
ー トタイムでやとって文献センター的叡ことをや恩た らと云うようを意見 も
出ましたが､それ はむしろ物性研の ようIJT軒蕃群発所の事墓としてす るのが
-191-






ようと云 うこと把を りまし確｡皆様の.｣値の御協力をお願い致 しますO
(松 田博嗣)
〔Ⅰ〕 収支決算書
i 収 入 の各 号964年度p(a)】 二J1965年度個r壷壷i竺)働-(a) ～｢tc)-(d)
仁｢/)許蜂蜜研窒｣ ･188268
ー 外員会員会費 l 52.28
lib,] 刷 代 目 2"OOI
ti.利 息 2,49,01 ･4β44 3;754 2,354 3β10
I-'L叫∫ド :-i 計 …ー _一十一._･. 906β43実質 ■(718575) 903,O15ー ■944β12J 184.440 41β97
iL二支 出 の 部 ′･964東 予 1965.年度 制 ｣ ∫ I/b)'′-(a)I tc)'- (b)I
物研出版 蛍 528,O32. 544,738 404,762 16,706 -13997.6
発途遍 信牽 1.10,498 liJ8935 120,030 J8,437. 1.095
入 ∴捧 蟹f 45800 483両 1:. 49,700. 2,570 Ir',3.50
〝ー ー~仙i 事 務 捷I 15β50 ,.12耳00 1.,425 ⊥12β5.0 ｢_975二-■
合 計 762,500 822243 699.217 .59L,74.3p 二128,026





年 ~度 i.白64年度 . 1~96,5年度 1966年産
～_摘 要 _金一■頗 偶 ) a/O. 金 額 (.円) % 7金 額 (円),%
,革 接 壇 版 J黛- 5､28β32 69.3 ~~5_44,738 663 4O4,762 57.9
間 接 .出 版 ~磯 234β6.8 30.7 277,505 ~.33.7 294,445 42.1





講 義 ノ ア 卜
研 究 室 だ よ り
研 究 会 ･＼会 議` 報 告












巧 平 均 頁 数
口内の数字は物性刊行会の負担
年 :196_早年 L 19や.6年 -.
･ 1-2)I Nol畠.畠十4) :.tVol畠.-._5-6)
一.% ∴早 数 -､忽 質 .敬 . %




･34. 3,5 7 .1,0
2,2 26 2,.7 12 1β
9`,6 ケ0- 7_2 57 J.83_
王OO 一･..2-5.､1㌧ 973 100 .6.82 て100:81.-I(79.) ~5や-8(55.5j
〔Ⅳ〕 鷹読者内訳 (毎年度末現在)
敬
1 96I4* 1965年 .-I; I.■lp9.66_年 ,_




? ?ー ? ???
li鮫1l&.-/ノー
/
取 入 L.菜 .班
ヽ
1Itll.ー1‥日 ,i.り ;IItltl等l事ーJI tlI1;ーai7tlJ 1lIt1If IlL1
f`_.1
i_ゝ

















内 容 :陽子加速器,電子加速器によって将来行うことが出来 る高エ
ネルギ-現象をー実験屋と理論屋が検討す るO 可能を実験を
行うには､ どういうビーム.が必要でどういう測定器を用意す





申 込 者 :武田 暁.町田 茂､川口正昭
人 数 :約 30名
金 額 :旅牽20万円 (前期残額約 1?万円と合計して使う)
研究会 予定

















この研究会は理論､実験合同で 12 月項核研で行 う予定であ り､
理論関係の旅費について勧考慮いただきたいQ
車 用 :旅 費 15万円 (15 - 二犯人 )
申込者一:高木修二､有馬朗人
長 期 研 究 計 画 申 込
3. ｢宇宙線領域と加速器儀域に於ける素組子物理学｣
世 話 人 :広重 昇 (広 大) 大場一郎 (早 大 )
福井市男 (京 大〕 畏谷部.軒 〔名 大)
r参 加 者 数 :25名
旅 酎 舶 225万円 内訳ltgf究翫 軒 20万,R
†し研究連絡費 5万円
研 究 場 所 :基 ● 研
研 究 内 容 : 往eV以上の高エネJL/ギーN⊥N敵乱を中心 とする現象を扱う｡
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研究会の意義 : 本研究会は現在ぞくぞく出ている実験ず :flをもー'とに して
ニ′197-
現象論的及び素粒子の構造にむすびつでた分析を行うO 日本
に も予定され ている大加速器が出来 る頃_現役の第一線に立
つーこの分野の研究者層を厚 くすることにも役立つだろうO






4. thigherreBOnanCe の構造 ,
内 容 :最近higherreTSonanceに関する一daもaが多量に出始め､hi-
gherresonce,のIevel sche皿白･Jを総合的に理解しようと云
う試みが各地で色々を観点か ら行をわれているO これ らのhighEBr
resonanceに娼適して､例えば分子論原子論的構造 (分子論一
原子論的側面､その混合のわ り合等) Urbaryon-Urbaryon 間
がfladron一泡dron間力等の性質等をU･asS formula(現象論)I
dynamical approach (Bolmd 白taもeB.resonance の問題










費 用 :旅蛍 15万
1I





時 ･ 期 :12月下旬叉は上旬の 2日間
予 算 :旅蛍 15万円





提 案 者 基研 ;松 田 博 嗣
東大 ;久 保 亮 五















TOde (Sもationary甲Ode) の存在,'ェル ゴ- ド睦の'是非を
ヾどを考究するO藤子の極限として連続体の非線研振動も研究す
-199っ-
? ? ? ? ? ?
資料 1
るが､,これに対 し.ては,流休力学における方法 と結果 とが,･r厳
密解と不変量 との探求に有劫であることが示唆 され ていせ-､こ
の方面か らの寄与が期待され る占
日 程 :昭和 42年 1月下旬4日間
ヽ
場 所 :基礎物理学研究所
参 加 者 :約 25名
費 用 :22万円




内 容 : 名大を中心に､dynamicT)Olariねもion の方法による偏
極水素タ -ゲッ トの開発が進められ.今年末には完成し､核研
の第 11回FM サイク ロ トロン共同利用で来年 2月か ら3月に
かけて_ 52丸亀V の陽子 -陽子散乱のス ピン相関係数の.iRlj定'yE
用いられ る運びにをらている占 土のように偏極ターゲッ ト'の実


















開標予鶴 所 :基 研 一
〝 時期:1967年 3月末頃 2日間
資料 1











られます0 日太妃於盲巧 ~もも､くつ瀞 め仕事がすすめられてお
り,成果も上ってきていますのでi この際お互いに勉強 し討
論し合って. この種の仕事をエソカ L/ツiyすると共に.今後
の仕事q)すすめ方を換討したいと考えますO ハl ･ 1,






l 原子枚のM由on-Capture 也, Zr)
2 meSic aもOm
3 hypernuclei とA-N 相互作用
4 素塩子の模型 と軽い原子核





経 質 ;旅費 15万 校暫 0
9. 核研 シ ンクロ トロンを用いた素粒子実験 (特にK中間子の実験)
についての理論 ･実験合同の研究会
内 容 : 上記標題にかいた通 りである｡ シ ンクロ トロンのエネルギ
ーが 1.3GeV近 くまで上って､ Strangeparticles も人し
工的にできるようにそったか ら､ この際実験計画に本腰を入
れてとりくみたい｡
代 表 者 氏 名 :跡田､.Ll口_藤井 (核研)
参 加 予 定 数 :理論及び実験各 10名づつ
旅 費 : 同 上 各 10万円づつ 計20万円







申 込一 着 :笹川辰称
参 加 者 :同上一名
泉 費 :仙台.東京往復 ,特急券 こみ)2泊 3.日 2回 15,2OO円





基研 モ レキュ ール型 申込
1. 量子統計的凝縮体中の不純物
研 究 計 画 : ここ何年か液体- リウム庫に入重たイオ･yの超勤､特にそ
れに伴う渦輪について研究が盛で あるが､理論的研究はまだ
満足すべき段階に至ってい奇いQ また.今回のモスクワ会議
を機に液体- リウム車にとかしたfle3の相分乳 棒に濃度 6
%では絶対零度に至るも安定奇相として存在す るとが実験的
に確立されここの条件下にお ける員e?の挙動が理論的に注 目






申 込 者 :名古屋大学 准井恒丸
参 考 予 定 者 :碓井恒丸 (名古屋大学) 長岡洋介 (名古屋大学)
恒藤敏彦 (大阪大学) 都築俊夫 (京番大学,九州大学 )
費 用 :83,000円 ′/
開催予定場所 :研究場所を主 として名古屋大学とする｡
交通費 大阪一名古屋 往復 3回 9,000
京都-名古屋 往復 2回 4,000






研 究 計 画 : 固体に_おける所謂 order-disorder現象については幾多e)
/､i
近似理論が提出されているが､その信頼度､適用限界について















研 究 員 名 埋 夜 学初 発 所 萩甲直史
京都大学理学部 松原武生'
〝 理学部 岡田二諌言
〝 工学部 上 田 願
1






の現象論 ,州 ロ重昭･広.蜜 昇l大場⊥一郎
享嵩線儲域と加速器琴域 i15
に奉げ.る素麗子物藩学 福井市男｣長谷 部忠
S.行列と対称性 位廃車邦_加藤正昭､.猪木犀 治 -≡ 9.
短&. 原音疲ゐ高い嘩起状 琴の野卑㌣ ′‥ ･.←高木修二∴有馬廟入 ,i∴3
偏極子タープタ.トを用い 政池~._.明..鼻川直長野tJ■′. L.釆年贋に回す Y,.JP,Tーた原音核 -.裏庭卓の実験 _敦訪繋樹,
研 舟 西村を吾.長谷叩武夫
･素粒子.-と輝 子核 一 書-A'^ 田中 :ナチ_賓串顔木..r也 ロ.寡夫,終井野彦∴二_,p13 .
核窮 VシクptlLトロ辛 を庸いた衰組子実験艦や.いて≒の合同研究会 -rJ 華 田,1-日ロ.=藤葬キ 核房浸
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資料 3
編 集 後 記















ら良い と思われ.るところがありました ら､お知 らせ下さいQ又､編集委員を買
って出ようという方もおいで把をりましたら大歓迎ですので.編集部の方へ申
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量子統計力学に於ける一般化 したBoltzmann方程式 ----･守EEl 徹A43
TimeDependentlsingModel
第二日午後の部の報告
第三日午後の部の報告
節- 日夜の部の報告
第二日夜の部の報告
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